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東京徳友会の総会に出席しました8 21

堀江主任は「健診
部会は健診運営や事
務的なことに特化し
ているため、健診保
健師の活動について
深める機会がありま
せん。また、健診保
健師の活動について
書かれている研究や文献も少な
く、各現場は手探りで活動して
いることが多く見受けられたた
め、分科会を発足しました」と
経緯を説明。
さらに「関東で保健師が在籍

する 18 施設のうち、ひとりで

相談し合える仲間づくり、③第
4 期特定保健指導の理解・実践
に向けた計画、④各病院の困難
事例の把握と共有、解決に向け
た協議。次年度以降の目標は①
健診保健師の業務内容の確立、
②健診ラダー（教育体制）の作
成、③特定保健指導の技術・知
識・質の向上、④離職率の減少。
第 1 回会合は、まず自己紹介、

病院・業務内容紹介からスター
ト。次いで、開始前に取ったア
ンケート結果をもとに、健診セ
ンター所属の保健師・看護師の
人数、保健指導の実施状況、教
育環境などを報告した。
この後、「特定保健指導」に

話題を移行。特定保健指導とは、
特定健康診査（特定健診）を受
け、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪型肥満）の該当者お
よび予備群と診断された方を対
象に、その要因となっている生
活習慣を改善するための保健指
導をいう。
堀江主任は来年度から始まる

「第 4 期特定健診・特定保健指
導」の変更点を解説。たとえば、
これまではプロセス評価だった
のに対し、第 4 期からはアウト
カム評価が導入され、腹囲
2cm・体重 2kg 減を達成した場
合には、保健指導の介入量を問
わずに保健指導終了となる。ま
た、特定保健指導の成果の見え
る化、ICT（情報通信技術）の
活用も推進。
アウトカム評価の改善指標で

は、食習慣の改善として「エネ
ルギーや栄養成分の表示を確認
して 1 日の摂取量を計算するよ
うになった」、「睡眠前の食事や
間食をやめた」。運動習慣の改
善として「歩数計等で運動習慣
を記録し、指導前に比べて運動
量を増やした」、「フィットネス
ジムやランニングなどで日常的
な運動を始めた」。
喫煙習慣の改善として「2 カ

月以上禁煙した」。休養習慣の
改善として「毎日 8 時間以上睡
眠時間が確保できるように、早

めに就寝するようになった」、
「睡眠を記録し、適切なタイミ
ングで起床するようになった」。
その他の生活習慣の改善として
「毎日血圧を測って記録してい
る」、「週に 2 日は飲酒しない休
肝日をつくれている」などを挙
げた。
次に、健康診断結果で「要精

密検査」や「要治療」などの判
定があった方に対し、医療機関
を受診するよう働きかける「受
診勧奨」について、次回以降の
テーマにすることを告知。さら
に、各病院で困っていることな
どを議題に意見交換を行い、閉

会した。
初会合を終

えて堀江主任
は「今回は横
のつながりを
つくるのが第
一の目標でした。オンラインだ
とコミュニケーションが難しい
ので、今後はできるだけ対面で
やりたいと思います。この活動
を継続し、グループ病院で助け
合いながら、働きやすい職場を
つくっていきたいです。今回は
関東のみでしたが、ゆくゆくは
全国に広げていければ良いと考
えます」と意欲を示す。

※各講演は原則、当該病院のホームページからの事前申し込み制（例外
あり）。あらかじめ視聴するための方法や推奨環境をご確認ください。

※各講演の参加費は無料（アプリのダウンロードや利用にかかる通信費
はご負担ください）。

※各講演に関するお問い合わせは当該病院へ。
※講演によっては定員になり次第、締め切らせていただくことがあり
ます。

※各講演は診療の都合などで予告なく変更・中止になる可能性があり
ます。

⬆Facebookの「徳洲
会グループ」ページか
らもアクセス！

8月24～28日

視聴を希望される方へ

業務している病院が 7 施設あり
ます。こうした病院でも業務上
の疑問や不安を、気軽に相談で
きるようになれば良いと思いま
す」と強調する。
同分科会が掲げる今年度の目

標は①健診保健師会の発足、②

徳洲会健診部会は分科会として関東健診保健師会を発足させた。グ
ループ病院同士で横のつながりをつくり、業務内容の確立や勉強会
などを通じ、知識や質の向上を図るのが目的。発起人は鎌ケ谷総合
病院（千葉県）の堀江あゆみ健康管理センター主任（看護師、保健
師）。同分科会は 7 月 4 日、同院会場とオンラインのハイブリッド
で第 1 回会合を開き、18 施設 26 人が参加、知見を共有するととも
に連携を強化した。

関東健診保健師会が発足

葉山ハートセンター（神奈川
県）は 7 月 11 日から 2 日間、
県内の小学校から 6 年生の校外
学習を受け入れた（計 60 人程
度）。最初に飯田浩司院長が講
演を行い、まず「病院にはどの
くらいの仕事があると思います
か」と問いかけたうえで、各職
種の役割を紹介。次に、心臓の

機能や代表的な病気などを説明
した。質疑応答も積極的で「心
臓の病気は季節によって違いま
すか」、「手術室の温度は決まっ
ていますか」など質問に答えた。
その後、2 グループに分かれ、

テラスと MRI（磁気共鳴画像診
断）をそれぞれ見学。テラスは
飯田院長が案内し、風
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光
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景観を堪能した後、実際に心臓
手術で使う医療器具を見せて興
味を誘った。校外学習を終えた
児童からは「命の大切さを考え
ました。もしも将来、医師にな
れたら、いろいろな病気を治し
たいです」、「今回の経験を生か
して、しっかり勉強します」な
ど感想が聞かれた。

都内にある徳洲会病院・施設
の協力企業で構成する東京徳友
会は 6 月 29 日、2023 年度通常
総会を開催した。東上震一理事
長や東京西徳洲会病院の佐藤一
彦院長、武蔵野徳洲会病院の桶
川隆嗣院長らが来賓として出席。
懇親会では会員企業や両院の職
員ら 80 人を超える参加者が交
流、盛会となった。
総会の冒頭、樋口

昭久・東京徳友会会
長は「徳洲会の理念
を実践する真のパー
トナーとして地域医
療に寄与し、会員企
業一丸となって前進
する一年にしたい」

と抱負を語った。22 年度事業
報告、収支決算、23 年度事業
計画、収支予算、役員・理事改
選の各議案を承認。樋口会長ら
が再任された。
来賓挨拶で東上理事長は「徳

洲会は多くの方々に助けられて
今の姿があります。これからも
皆さんの力を借りながら、弱い
人のため、地域の方々のために
貢献していきたい」と力強く
語った。

徳洲会健診部会

発起人は堀江・鎌ケ谷病院看護主任

徳洲会グループ WEB医療講演スケジュール

初会合にはオンラインも含め18施設26人が参加

千葉西総合病院の加藤裕俊・内科医師
（内科専攻医）は、日本臨床免疫学会の英
語オンラインジャーナル『Immunological 
Medicine』に論文を投稿、掲載された。
メトトレキサート関連リンパ増殖性疾患
（MTX-LPD）を発症し、血球貪

ど ん

食
しょく

症候群
（HPS）を合併した関節リウマチ患者さん
に関する世界初の症例報告だ。同院で初
期研修医時代に遭遇した症例。膠
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ウマチセンターの上阪等センター長が診療や論文執筆をサポートした。
症例は関節リウマチ治療で長期間メトトレキサート（MTX）を服用中の50
代女性で、MTX-LPDを発症し、HPSも合併した。MTXの長期服用による
MTX-LPD発症は知られており、休薬することで半数は自然消退する。3カ月
経過後も続く場合は悪性リンパ腫として抗がん剤治療を行うのが一般的な
治療方針だ。ただしHPS合併例は過去に報告がなく、3カ月様子を見るか、
すぐに抗がん剤治療を開始すべきか、指針がないため判断が難しい。
本症例ではHPSの一般的な治療法であるステロイド療法を実施し急速に

改善、MTX-LPDの改善も得られた。上阪センター長は「同様の症例であれば
焦って抗がん剤を投与しなくても改善する可能性が示唆されました。過去に
報告のない症例で、世界に向け発信すべき価値があります」と説明する。
加藤専攻医は「初めて執筆したのが英語論文で大変でしたが、達成感があ

ります。執筆当時、研修医向けの院内勉強会で講師も務め、貴重な経験とな
りました」と振り返る。上阪センター長は「標準治療が未確立の疾患で治療
が奏効した場合など、若い先生方もぜひ英語論文で発信してください」と呼
びかけている。

「英語論文で世界に発信してください」
と上阪センター長（右）、加藤専攻医

懇親会後に東京徳友会役員や来賓で記念撮影（前列左から4人目
が東上理事長、その右が樋口会長）

地域医療に寄与し前進
東京徳友会が通常総会

千葉西総合病院
26日（土）午前10時 当院における心臓疾患に対する最新の診断・治療技術

26日（土）午後2時 低侵襲な心臓手術で脳梗塞を予防する！～血液サラサラのお薬も
止められる心房細動に対する新しい治療「ウルフ-オオツカ法」～

成田富里徳洲会病院
25日（金）午後2時 慢性腎臓病と食事

28日（月）午後2時 <薬用植物から学ぶ漢方シリーズ>繰り返す　頭痛、めまいで
お悩みの方へ～漢方薬が助けになるかもしれません～

館山病院
26日（土）午後2時 「老健とそれぞれの役割を知ろう③」老健たてやま×館山病院

東京西徳洲会病院
24日（木）午後2時 知らないと怖い？！いろいろな薬の飲み合わせ
28日（月）午後2時 家庭における食中毒の予防

湘南鎌倉総合病院
24日（木）午後2時 腎臓が悪いと言われたら･･･
24日（木）午後3時 抗がん剤治療を受ける前に知っておきたいこと
25日（金）午後2時 膝のすり減りでお困りの方へ～人工膝関節置換術～
25日（金）午後3時 認知症もこれでわかる？核医学診療で早期発見！～概要と受診方法について～
25日（金）午後4時 せん妄ってなに？知ってほしい入院後に起こること
26日（土）午前11時 がんについて知っておきたいこと～最新治療から代替医療まで～
26日（土）正午 のどのつかえはありませんか？～食道がんのお話～
28日（月）午後2時 喉頭がんのお話～「声がかれる」のはどんなとき？～
28日（月）午後3時 CT検査で早期発見を！～命の危険を早く察知する～

湘南藤沢徳洲会病院
24日（木）午後2時 マタニティヨガ
25日（金）午前10時半 めまいの話～その3～
25日（金）午後3時 中高年の方々に多い形成外科疾患

26日（土）午前10時 ①「ふるえ」・「こわばり」の手術治療～機能神経外科とは？～
②パーキンソン病の手術治療　～脳から症状を改善～

26日（土）午後2時 自閉スペクトラム症って何ですか？
茅ヶ崎徳洲会病院

24日（木）午後3時 逆流性食道炎と機能性ディスペプシア
25日（金）午後3時 頻尿・尿もれについて
26日（土）午後1時 第92回 糖質制限ダイエットについて（新型コロナウイルス後遺症について）

葉山ハートセンター
25日（金）午後2時 フットケア～生涯歩行を目指して～足のマッサージの動画有り

名古屋徳洲会総合病院
25日（金）午後2時 「心臓病の予防について」～いつまでも、健康な身体で～
25日（金）午後3時 「当院のハイブリッド心臓カテーテル手術」～心臓病の早期退院めざして～

28日（月）午後3時 「脳動脈瘤の危険が高いのはどういう人？」～破裂すると
大変なことになる脳動脈瘤。破裂前に検査で見つけよう～

吹田徳洲会病院
25日（金）午後2時 糖尿病予防と食事療法について
28日（月）午後2時 がんの痛みはがまんするものではありません

野崎徳洲会病院
25日（金）午後1時半 頭の病気～脳卒中について～

八尾徳洲会総合病院
24日（木）午後2時 安全な手術のために～患者さんに知っておいて欲しいこと～
24日（木）午後3時 膵臓がんの治療　抗がん剤の副作用

岸和田徳洲会病院
25日（金）午後2時半 認知症の画像検査
25日（金）午後3時 胃がんと大腸がんの内視鏡治療

和泉市立総合医療センター
24日（木）午後2時 ストレッチングによる健康な身体作り
24日（木）午後2時半 声がれについて
25日（金）午後2時 最近の糖尿病治療について

心臓手術で使う医療器具を説明する飯田院長

校外学習を受け入れ
葉山ハートセンター

グループに分かれ情報共有する参加者

「横のつながりを強化し
たい」と堀江主任

加藤・千葉西病院専攻医

上阪センター長が診療・執筆サポート

HPS合併例で世界初の英語論文
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